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未来の福島こども基金 Fukushima Children's Fund 

子どもたちの抵抗力を高めるために保養が必要です
私たちは福島原発震災以降、食品の放射能測定器とホールボディカウンターを支援する運動を進めてきました。2011
年 6月に「未来の福島こども基金」をたちあげ、全国からカンパを募りました。おかげさまで、「DAYS放射能測定器
支援募金」とあわせて、福島市、田村市、郡山市、いわき市、白河市などの市民測定所に食品の測定器を、また福島
市、いわき市にはそれぞれホールボディカウンターを贈ることができました。今後は運動の中心を、20 年間のチェルノ
ブイリ救援の経験をもとに、子どもたちのための保養においていこうと思っています。

募金　　

私たちには
自分の命を守る
権利がある。
私たちには
子どもを守る
義務がある。
DAYS JAPAN
編集長 広河隆一 内部被ばくのリスクを

少しでも下げましょう。
安心したところで

友達とリラックスして
過ごすことによって

免疫力は高まります。
保養施設建設に
ご協力ください。

小児科医 黒部信一



未来の福島こども基金　Fukushima Children's Fund 

チェルノブイリ子ども基金は、20 年近くベラルーシの保養施設「希望 21」(一度に約 200人収容）を支援してきま
した。そこは白樺の森に囲まれた湖もある素晴らしい施設で、文化・スポーツセンターもあります。ここには汚染地
の子どもたちがクラスごと3週間ずつ滞在します。そして放射能を測定した安全な食べ物を食べ、勉強したり遊んだ
りして毎日を過ごすのです。

写真はいずれも、ベラルーシの保養施設
「希望 21」。広河隆一撮影

代表　黒部信一
（小児科医・チェルノブイリ子ども基金顧問）

協力団体
チェルノブイリ子ども基金
広河隆一非核・平和写真展開催を支援する会
DAYS被災児童支援募金
未来の福島こども基金は「チェルノブイリ子ども基
金」の姉妹団体として2011年 6月に発足しました。

募金口座　郵便振替　00190-0-496774
　口座名　チェルノブイリから日本を考える会
ゆうちょ銀行　店番 019　当座　0496774
fromcherno0311@yahoo.co.jp
090-3539-7611
fukushimachildrensfund.org/ -
http://mirainofukushima.seesaaa.net/

  未来の福島こども基金　Fukushima Children's Fund

私たちの夢は、この数分の1の規模の施設を沖縄に作ることです。子どもたちが少しの期間でも放射能のない場所
で暮らして、ストレスのない生活をし、少しでも病気を発症しにくくするための免疫力をつけさせたい、と願っています。
すでに全国各地で進められている多くの試みから学びながら、私たちはチェルノブイリ救援の経験を生かして、この
計画を成功させていきたいと思っています（広河隆一）
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